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本日お話する内容

1.試行的利用開始後の模擬申出実施状況

2.オンサイトリサーチセンター（京都）
の機能とパフォーマンス
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試行的利用開始後の模擬申出実施状況
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2016.02.17 京都大学にて試行的利用開始

• オンサイトリサーチセンター（京都）運用部の設置

2016.03.16 有識者会議にて意見提供

• 教育プログラム、公開演習環境等の整備、情報環境の見直
し（ソフト導入、データマート整備）を提案

2016.05.12 第1回実務者会議

• 各種アプリケーションを用い、試行的に件数集計を実施
• 傷病名「前立腺癌 or 前立腺肥大症」
• 対象診療年月は「平成23年1月～12月」

2016.06.09 第2回実務者会議

• 抽出件数や作業負荷量を増加させ、件数集計、個票ダウン
ロード、統計解析を実施

• 「高血圧」に関連する傷病名
• 対象診療年月は「平成22年1月～27年12月」



オンサイトリサーチセンター
データ抽出・分析アプリケーション

データ抽出・件数集計ツール 統計解析ツール

定形帳票 自由分析 SQL Plus Oracle R R SAS

プルダウン
メニューか
ら検索条件
を選択する

マウスで
テーブル
や列を
選択する

SQL構文を
使う

Rコマンド
を使う

Rコマンド
を使う

SASコマン
ドを使う
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レセプトの行単位 レセプトの行単位・レセプト単位・患者単位

マウス操作 コマンド入力

定形分析 非定形分析

サーバー ローカル
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定形帳票
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傷病名を選択

診療年月を選択

2016/7/27

プルダウンで分析対象レセプトの条件を指定し
件数集計や作図を行う

件数集計の結果



自由分析
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マウスで分析対象レセプト条件、集計方法
を選択し、件数集計や作図を行う

テーブルと列を
ドラック＆ドロップ

件数集計の結果

分析対象レセプトの条件
をフィルタで指定

診療年月を選択



SQL Plus
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SQLで分析対象レセプトの条件と集計方法を指定し、
件数集計を行う

select count (distinct sy.SEQ2_NO)

from CMDV_T_RCP_MED_SY sy

where sy. SKWD_NAME_CD in (1859003, 

8836591) ;

220,006,818

件数集計の結果

分析対象レセプトの条件と
集計方法を指定するSQL



統計ソフト
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コマンドで分析対象レセプトの条件
と解析方法を指定し、解析を行う

Rコマンド入力

統計解析の結果

R

SAS

SASコマンド入力



パフォーマンステスト
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1. レセプト・患者の件数集計

2. ローカルでのデータ解析

3. サーバーでのデータ解析

オンサイトの各アプリケーションを使用し
データ件数、実行所要時間、操作感を検証



パフォーマンステストの全体像
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件数
集計

レセプト数 テスト 1

患者数 テスト 2

データダウンロード テスト3

ローカルでの統計解析 テスト4

サーバーでの統計解析 テスト5

検証事項

同じ作業を各アプリケーションで実施し
データ件数・実行時間・操作感を比較

2016/7/27

データ抽出・件数集計ツール 統計解析ツール

定形帳票 自由分析
SQL 
Plus

Oracle 
R

R SAS

プルダウ
ンで検索
条件を
選択する

マウスで
テーブル
や列を
選択する

SQL構文
を使う

Rコマンド
を使う

Rコマンド
を使う

SASコマ
ンドを
使う



集計・解析対象レセプト
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• 病名に「前立腺癌」又は「前立腺肥大症」を含む医科レセプト

レセプト件数の集計

患者件数の集計

テスト1

テスト2

• 診療年月が平成23年1月～23年12月（1年分）

• 病名に「高血圧」を含む医科レセプト

• 診療年月が平成22年1月～27年12月（6年分）

データダウンロード、統計解析

• ICD10コードが高血圧症性疾患（I10-I15）のDPCレセプト

• 診療年月が平成22年1月～23年12月（2年分）

テスト 4 テスト5テスト 3



レセプト件数集計テスト
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定形帳票 自由分析 SQL Plus Oracle R

抽出数 34,964,611行 29,156,818件 29,156,818件 29,156,818件

実行時間①
5月6日 18:30

6分 1分 12分 2分

実行時間②
5月10日 14:20

40分以上 85分以上 4時間27分 10分

（注）病名抽出条件：傷病名コードに「前立腺癌」または「前立腺肥大症」という語を含む

• 定形帳票は、レセプトの「行数」の集計結果が出力された
• 自由分析・SQL Plus・Oracle Rでレセプト数集計が一定時間内に可
• レセプト取込作業中は、実行時間が増加した

テスト1【病名に前立腺癌または前立腺肥大症を含む患者の
1年分の医科レセプト数を集計】
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（時：分）

患者ID件数

SQL Plusの実行時間

0:24

患者数集計テスト
【病名に高血圧を含む医科レセプトが発行された患者数を集計】

テスト2

（PC2台同時実行）

（PC1台）

SQLPlusの
実行時間

• 自由分析・SQL Plus・Oracle Rで患者数集計が一定時間内に可能
• 件数・PC台数いずれに対しても、実行所要時間が線形に増加

26,607,131件 34,168,563件

34,168,563件 41,862,677件

47,326,139件 52,427,790件

自由分析の
実行時間

（注1）病名抽出条件：傷病名コードに「高血圧」という語を含む
（注2）実行日時：自由分析 2016/7/11 12:40, SQL Plus 2016/6/1 9:40, Oracle R 2016/7/20 9:17 

Oracle Rの実行時間
0:39



パフォーマンステストの結論
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1. 高負荷のレセプト件数集計、患者数集計は、自由
分析、SQL Plus、Oracle Rで一定時間内に可能。



データダウンロードテスト
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SQL * Plus Oracle  R

データ作成
＋10行画面表示

データ作成
＋ダウンロード

データ作成
＋全行画面表示
＋ダウンロード

データ作成
＋ダウンロード

実行日時 6月6日18:30 7月7日 18:00 6月2日 20:21 6月7日 14:09

抽出数 10行 26,607,131行 26,607,131行 26,607,131行

ファイルサイズ N/A 1.36GB 1.36GB 2.6GB

実行時間 5分 約8時間 86時間47分 25分

保存場所 N/A D（ローカル） Y（個人ネットワーク） C（ローカル）

テスト 3

高血圧症性疾患患者の4年分のDPCレセプトの、患者ID・レセプトID
年齢・性別・診療年月・都道府県・点数（6列）をダウンロード

• SQL Plusは、データ作成は短時間で実行可能であるが、
データの画面表示、ダウンロードに長時間を要した

• Oracle Rでは一定時間内にデータ作成とダウンロードが可能
（注）病名抽出条件：ICD10コードが高血圧症性疾患（I10-I15）



パフォーマンステストの結論
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1. 高負荷のレセプト件数集計、患者数集計は、自由
分析、SQL Plus、Oracle Rで一定時間内に可能。

2. データのダウンロードは、Rの方が実用性が高い。
SQL Plusは件数が増えると長時間かかる可能性が
ある。



ローカルでの統計解析テスト（SAS）
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単回帰分析が1分以内に完了 重回帰分析が1分以内に完了

実行日時：2016年7月11日 14時30分

高血圧症性疾患患者の2年分DPCレセプト
12,108,844行・11列（1.6GB）を解析

テスト 4

R2=XXXXXX

y = a + bx

y =
a + b1x1
+ b2x2
………

（レセプト点数）

（年齢）

• ローカルでSASを用いる解析は、一定時間内に可能

（注）病名抽出条件：ICD10コードが高血圧症性疾患（I10-I15）
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ローカルでの統計解析テスト（R）
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①年齢層別レセプト数の作図
14:30

（レセプト件数）

（年齢）

②単回帰分析 14:31

（レセプト点数）

（年齢）

③重回帰分析 14:32
④エラーで実行中断

14:33
（注）病名抽出条件：ICD10コードが高血圧症性疾患（I10-I15）実行日時：2016/6/6 14:30

高血圧症患者の2年分DPCレセプト 12,108,844行・11列（1.6GB）を解析

Warning messages;
Reached total allocation of 
16267MB:
see help(memory.size)

R2=XXXXXXy = a + bx

y =
a + b1x1
+ b2x2
………

テスト 4



R 4分 1分 1分 実行不可

Oracle R 1分 6分 1分 5分

データ
読込み

散布図
作成

実行日時
2016年7月11日 16:40

単回帰
分析

重回帰
分析

y = a + bx

y =
a + b1x1
+ b2x2
………
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ローカル VS サーバー内の
統計解析パフォーマンスの比較
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ローカルでは使用できるメモリの
上限 16GBに達すると続行不可能

• ローカルでRを用いる解析は、メモリによる制約が大きい

• サーバー上では、Oracle Rで一定時間内にデータ解析が可能

テスト5テスト 4

高血圧症患者の2年分DPCレセプト 12,108,844行・11列（1.6GB）を解析

R

Oracle R
0

5

10

15 メモリ使用量
（GB）

R

Oracle R



パフォーマンステストの結論
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1. 高負荷のレセプト件数集計、患者数集計は、自由
分析、SQL Plus、Oracle Rで一定時間内に可能。

2. データのダウンロードは、Rの方が実用性が高い。
SQL Plusは件数が増えると長時間かかる可能性が
ある。

3. ローカルで統計解析を行う場合、Rはメモリの
制約が大きい。

4. 現状、大規模データ解析は、SASによるローカル
での解析、またはOracle Rによるサーバー上での
解析の実用性が高い。
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件数
集計

レセプト数
行数集計
は可能

出来る

患者数 出来る

データダウンロード
長時間
かかる

出来る

ローカルでの統計解析
メモリの
制約が大

出来る

サーバーでの統計解析 出来る

検証事項

2016/7/27

データ抽出・件数集計ツール 統計解析ツール

定形帳票 自由分析
SQL 
Plus

Oracle 
R

R SAS

プルダウ
ンで検索
条件を
選択する

マウスで
テーブル
や列を
選択する

SQL構文
を使う

Rコマンド
を使う

Rコマンド
を使う

SASコマ
ンドを
使う

大規模データ解析のパフォーマンス



結語
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• オンサイトリサーチセンター（京都）の
アプリケーションを試行的に利用し、
データ抽出、件数集計、統計解析機能を
検証した。

• 今後、模擬申出の課題に即して、更なる
検証を行う。


